
■

金
子

友
海

特
命
助
教

□
担
当
教
科

熱
工
学
Ⅰ
・
熱
工
学
Ⅱ

□
専
門
分
野

熱
力
学
・
自
動
車
工
学

□
趣
味

ド
ラ
イ
ブ

□
高
専
生
へ
一
言

５
年
間
充
実
し
た
生
活
を

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い

■

酒
井

佑
槙

助
教

□
担
当
教
科

環
境
工
学

□
専
門
分
野

推
理
生
物
学

□
趣
味

ス
ポ
ー
ツ
観
戦

（
野
球
な
ど
）

□
高
専
生
へ
一
言

学
校
生
活
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
！

■

上
場

一
慶

助
教

□
担
当
教
科

物
理

□
専
門
分
野

素
粒
子

□
趣
味

ラ
ン
ニ
ン
グ

□
高
専
へ
一
言

高
専
に
来
て
ま
だ
分
か
ら

な
い
こ
と
も
沢
山
あ
り
ま

す
が
、
皆
さ
ん
に
教
え
て

貰
い
な
が
ら
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■

鈴
木

修
平

准
教
授

□
担
当
教
科

英
語

□
専
門
分
野

英
語
教
育
学
・
応
用
言
語
学

□
趣
味

廃
校
・
廃
線
・
廃
村
探
索

□
高
専
生
へ
一
言

自
分
の
こ
だ
わ
り
を
大
切

に
し
て
、
専
門
性
を
さ
ら

に
深
め
て
欲
し
い
で
す
。

■

杉
本

大
志

助
教

□
担
当
教
科

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
基
礎

情
報
科
学
・
工
学
系
の
科

目
・
実
験
・
卒
業
研
究

□
専
門
分
野

ソ
フ
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ

ン
グ
・
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
・

Ｉ
Ｏ
Ｔ

□
趣
味

ド
ラ
イ
ブ
・
旅
行

□
高
専
生
へ
一
言

ま
だ
息
苦
し
い
時
期
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
で
き
る

範
囲
で
面
白
い
こ
と
、
楽

し
い
こ
と
、
（
今
で
も
い

い
し
将
来
で
も
い
い
で
す
）

自
分
に
と
っ
て
タ

メ
に
な
る
こ
と
を

探
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

■
機
械
系

□
池
田

慎
一

准
教
授

□
研
究
分
野

加
工
（
実
験
室
）

□
研
究
例

プ
ラ
ズ
マ
照

射
に
よ
り
表
面
改
質
さ
れ

た
Ｓ
Ｕ
３
０
４
の
切
削
加

工
・
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
Ｓ
Ｕ

３
０
４
を
切
削
用
試
料
と

し
て
、
プ
ラ
ズ
マ
照
射
し
っ

た
端
面
を
低
速
二
次
元
切

削
し
、
プ
ラ
ズ
マ
照
射
が

Ｓ
Ｕ
３
０
４
の
切
削
抵
抗

お
よ
び
切
り
く
ず
形
状
に

与
え
る
影
響
の
詳
細
を
調

べ
る
。

■
都
市
・
環
境
系

□
加
藤

晃

准
教
授

□
研
究
分
野

地
盤
工
学

□
研
究
例

単
繊
維
や
木

質
繊
維
を
入
れ
た
補
強
土

の
凍
上
試
験
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錦岡444番地

コロナウイルスの影響を受
け、勧誘に苦労した部活も多い
だろう。今回、私たちは１年生

を対象に部活への参加状況を調

査した。

その結果、部活動に参加して

いると答えた人が８０パーセン
ト近くいるという結果となった。

部活動に参加する理由としては

「体験に行った時の雰囲気がよ

かった」「その分野が好き、興

味があったから」という理由が
多く見られた。部活動に参加し

ない人たちの意見は「登下校に

時間がかかる」が圧倒的に多かっ

た。札幌や千歳など、遠くから

通学している生徒が多い苫小牧
高専ならではの理由だ。

また、の部活動に所属してい

るかという質問では、体育会系

ではバドミントン部が７人、文

化系ではロボットテクノロジー
部が９人と圧倒的人気を誇った。

他の部活は平均２～３人程度で、

元々興味があった人が入部する

ケースが多いようだ。

勧誘の影響だけでなく、自分
で見学へ赴き、部活動への参加

を決めた1年生が多くいること

が今回の調査で分かった。今後

の部活動存続にも期待が持てるだ

ろう。

本学の創造工学科は５つの
専門分野に分かれているが、
各系の学生はお互いの専門
についてよく知らないこと
が多い。そこで、新聞局は
それぞれ研究室を訪ね研究
内容について伺った。

[1面]

◆新任の先生の紹介

◆研究室を訪問し

てみよう

◆苫高専リサーチ

気になる１年生の

部活動

[2面]

◆高専探検隊

高専の七不思議

WIFIの謎を検証

◆ズームイン

苫小牧高専生

週末・休日はどこ

で何食べる



■
応
用
科
学
・
生
物
系

□
高
橋

労
太

教
授

□
研
究
分
野

宇
宙
物
理
学
・
理
論
天
文

学□
研
究
:

最
近
、
望
遠
鏡
で
実
際
に

観
測
さ
れ
ま
し
た
ブ
ラ
ッ

ク
ホ
ー
ル
・
シ
ャ
ド
ウ
に

関
す
る
研
究
や
ブ
ラ
ッ
ク

ホ
ー
ル
の
周
り
の
ゆ
が
ん

だ
時
空
の
中
で
の
光
や
ガ

ス
の
振
舞
い
な
ど
を
研
究

し
て
い
ま
す
。
研
究
は
、

計
算
機
を
用
い
た
数
値
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
数
式

を
解
析
的
に
具
体
的
に
解

く
作
業
を
組
み
合
わ
せ
て

行
う
こ
と
が
多
い
で
す
。

宇
宙
や
数
学
、
物
理
、
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に

興
味
が
あ
る
方
は
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
。

■
電
気
電
子
系

□
工
藤

彰
洋

准
教
授

□
研
究
分
野

バ
ー
チ
ャ
ル
サ
ウ
ン
ド

□
研
究
：

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

私
は
電
気
電
子
系
に
所
属

す
る
工
藤
彰
洋
と
申
し
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
私
の
進

め
て
い
る
研
究
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

私
は
16
年
前
に
苫
小
牧

高
専
に
着
任
し
ま
し
た
。

大
学
院
で
音
響
工
学
に
関

す
る
研
究
に
よ
り
学
位

（
工
学
博
士
）
を
取
り
、

苫
小
牧
高
専
で
も
同
じ
研

究
を
進
め
て
い
ま
す
。

私
の
研
究
分
野
は
、
バ
ー

チ
ャ
ル
サ
ウ
ン
ド
な
ど
と

呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
装
着

し
て
音
を
聞
く
と
、
通
常

は
頭
の
中
に
音
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
我
々

の
技
術
を
用
い
て
音
を
厳

密
に
制
御
す
る
こ
と
で
、

頭
の
外
に
音
を
感
じ
さ
せ

る
よ
う
に
錯
覚
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
技

術
を
実
現
す
る
た
め
に
、

ス
ピ
ー
カ
か
ら
リ
ス
ナ
ー

の
耳
元
ま
で
の
音
波
の
伝

達
特
性
を
リ
ス
ナ
ー
ご
と

に
測
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
音
波

は
リ
ス
ナ
ー
の
頭
部
や
胴

体
で
反
射
・
回
折
す
る
た

め
、
伝
達
特
性
に
は
個
人

差
が
あ
る
か
ら
で
す
。
我
々

の
研
究
室
で
は
、
こ
の
個

人
差
を
解
消
す
る
た
め
の

技
術
に
つ
い
て
研
究
を
進

め
て
い
ま
す
。

バ
ー
チ
ャ
ル
サ
ウ
ン
ド

が
実
用
化
さ
れ
れ
ば
、
た

と
え
ば
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
あ
た
か

も
同
じ
空
間
で
会
話
し
て

い
る
よ
う
に
感
じ
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
最

近
話
題
の
メ
タ
バ
ー
ス
に

応
用
で
き
る
こ
と
が
期
待

で
き
ま
す
。

■
情
報
系

□
山
本

椋
太

助
教

□
研
究
分
野

私
の
研
究
室
で
は
「
組
込

み
シ
ス
テ
ム
」
に
注
目
し

て
い
ま
す
。
組
込
み
シ
ス

テ
ム
は
「
モ
ノ
に
組
み
込

ま
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ

ス
テ
ム
」
の
こ
と
で
、
自

動
車
や
航
空
機
、
ロ
ケ
ッ

ト
な
ど
の
乗
り
物
か
ら
、

冷
蔵
庫
、
テ
レ
ビ
、
プ
リ

ン
タ
な
ど
の
家
電
、
工
場

に
存
在
す
る
機
器
ま
で
様
々

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
最

近
よ
く
聞
く
、
あ
ら
ゆ
る

も
の
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
接
続
さ
れ
る
「
Ｉ
Ｏ
Ｔ

（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
）
シ
ス
テ
ム
」
は
、
組

込
み
シ
ス
テ
ム
の
1
つ
で

す
。

□
研
究
例

研
究
の
例
と
し
て
、
現
在
、

バ
ス
の
乗
降
者
数
確
認
シ

ス
テ
ム
の
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
「
パ
ソ
コ

ン
」
を
用
い
ず
「
機
械
学

習
が
得
意
な
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
」
を
用
い
て
、
バ
ス
の

中
に
人
が
存
在
し
な
い
か

を
自
動
的
に
見
つ
け
る
こ

と
が
目
標
で
す
。
た
だ
動

く
だ
け
で
は
な
く
「
高
品

質
な
」
も
の
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
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苫小牧高専には苫小牧市民や寮生
の他、様々な地域から学生が集ってい
る。そんな苫小牧高専生達は休日や放
課後は、どの飲食店を利用しているの
だろうか。全学年を対象にアンケート
を行った。
結果、苫小牧市内、市外を問わずマ

クドナルド、ミスタードーナツ、びっ
くりドンキー等を利用している人が多
く見られた。また、ラーメン屋を利用
している人も多いようだ。おすすめの
メニューとして、苫小牧高専から徒歩
１０分程度に位置する「味の大王」の
「元祖カレーラーメン」その道路の向
かいにある「宝来」の「学生ラーメン」
が挙げられた。
MEGAドン・キホーテ苫小牧店１階に

位置する「ベビーフェイスプラネッツ」
(通称ベビフェ)も人気だ。よく利用す
る飲食店でベビフェと回答した人のほ
とんどがおすすめのメニューに「オム
ライス」を挙げていた。ベビフェとい
えばパフェやパスタ等メニューが豊富
だが、まだオムライスを食べたことが
ない人はこの機会に試してみてはいか
がだろうか。

広
大
な
敷
地
と
長
い
歴

史
を
持
つ
苫
小
牧
高
専
。

そ
の
中
に
は
知
る
人
ぞ
知

る
不
思
議
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。
今
回
は
そ
の
中

で
も
1
部
の
人
に
有
名
で

あ
る
、
Ｗ
Ｉ
‐
Ｆ
Ｉ
の
謎

に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

Ｗ
Ｉ
‐
Ｆ
Ｉ
の
謎
と
は
、

情
報
棟
で
た
ま
に
温
泉
の

名
前
の
Ｗ
Ｉ
‐
Ｆ
Ｉ
が
一

覧
画
面
に
表
示
さ
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
な

ら
謎
と
は
言
い
難
い
だ
ろ

う
。
こ
こ
で
特
筆
す
べ
き

な
の
は
、
こ
の
話
が
５
年

以
上
前
か
ら
語
り
継
が
れ

て
い
る
点
で
あ
る
。
学
生

が
個
人
的
に
使
用
し
て
い

る
Ｗ
Ｉ
‐
Ｆ
Ｉ
の
名
前
と

は
考
え
に
く
い
。

こ
の
謎
を
解
き
明
か
す

べ
く
情
報
棟
1
階
で
Ｗ
Ｉ

‐
Ｆ
Ｉ
接
続
先
一
覧
を
確

認
し
た
。
す
る
と
、
一
瞬

で
は
あ
る
も
の
の
、
温
泉

の
名
前
が
入
っ
た
Ｗ
Ｉ
‐

Ｆ
Ｉ
が
表
示
さ
れ
た
。
こ

の
話
は
デ
マ
で
は
な
か
っ

た
よ
う
だ
。
こ
の
Ｗ
Ｉ
‐

Ｆ
Ｉ
は
ど
こ
か
ら
来
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。

▽
本
号
の
製
作
者
△

局
長
・
編
集
長

大
西

美
月

副
局
長

梅
木

明
子

記
事
製
作
・
写
真
・
取
材

各
ク
ラ
ス
新
聞
委
員

顧

問

佐
々
木

彩

鈴
木

修
平


